
　

２
月
25
日（
月
）～
３
月
１
日（
金
）
の

１
週
間
、
町
内
に
お
い
て
ゾ
ー
ホ
ー
ジ
ャ

パ
ン
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
が
実
施

さ
れ
、
イ
ン
ド
か
ら
２
人
、
ベ
ト
ナ
ム
か

ら
１
人
の
留
学
生
と
、
静
岡
大
学
の
留
学

生
サ
ポ
ー
タ
ー
１
人
の
計
４
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
静
岡
県
が
行
っ
て
い
る

「
ふ
じ
の
く
に
留
学
生
就
職
促
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
」の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

日
本
企
業
に
就
職
し
た
く
て
も
日
本
語
が

苦
手
な
留
学
生
の
た
め
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実

習
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
町
内
の
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
活
用
し
な
が
ら
川

根
本
町
の
地
域
課
題
へ
取
り
組
む
と
い
う

テ
ー
マ
で
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
初
日
と
な
っ
た
２
月
25
日
に
は
、
川
根

高
校
に
て
高
校
生
と
留
学
生
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
国
際
理
解
や
語
学

力
の
向
上
を
目
的
と
す
る
特
別
授
業
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

授
業
の
ほ
と
ん
ど
は
英
語
で
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
国
や
大
学
で
の
研
究
内

容
に
つ
い
て
紹
介
し
た
ほ
か
、
ゾ
ー
ホ
ー

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
開
発
し
た
グ
ル
ー

プ
内
で
情
報
を
共
有
し
た
り
交
換
し
た
り

す
る
ソ
フ
ト
「
ゾ
ー
ホ
ー
コ
ネ
ク
ト
」
の

説
明
と
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
授
業
を
受
け
た
２
年
生
の
木
内
悠
斗
さ

ん
は
「
話
す
の
が
少
し
早
く
て
戸
惑
っ
た

が
、
こ
の
先
は
も
っ
と
早
い
英
語
を
聞
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
留
学
生
も
身
振
り

手
振
り
を
交
え
て
教
え
て
く
れ
た
の
で
よ

か
っ
た
」
と
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

　
２
月
26
日
に
は
町
の
担
当
者
か
ら
本
町

の
現
状
や
抱
え
る
問
題
点
に
つ
い
て
の
聞

き
取
り
を
実
施
。
大
学
生
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
海
外
か
ら
の
視
点
と
い
う
留
学
生

な
ら
で
は
の
考
え
方
で
解
決
策
を
模
索
、

町
へ
提
案
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
３
月
１
日
に
行
わ
れ
た
成
果
発
表
会
で

は
、
同
席
し
た
ゾ
ー
ホ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
迫

社
長
か
ら
「
よ
く
で
き
た
提
案
内
容
」
と

し
て
イ
ン
タ
ー
ン
最
終
日
に
横
浜
の
本
社

で
全
社
員
向
け
に
も
発
表
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
ほ
か
、「
町
の
幹
部
職
員
の
方
に

も
こ
の
内
容
を
共
有
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
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▼�インターン生たちは以下の 3点を
　テーマにして提案を作成しました。

・�地元の人々と自治体と企業の協力で川根
本町における過疎課題を解決すること
・�地域への関心を子どもに与えるコミュニ
ティを築くこと
・�経済的に自立できるコミュニティを築く
こと

※�左のページに提案内容を抜粋してまとめ
ましたので、ご覧ください。

●川根本町が直面する問題の調査
●問題に応じた有効な解決策の検討
川根本町が抱える問題に対する
解決案の提案

①提案の目的②過疎化の問題と原因
●教育の問題
　教育施設とチャンスの不足
●目標
　川根本町における教育の充実

●ビジネスの問題
　観光産業の広報とインフラ
　職業の選択肢
　企業誘致と企業のニーズ

③観光産業での対策
●すでに所有する資源を生かす
・�観光名所や観光ツアーの情報を提供

するサイト
・宿泊の詳細情報を提供するサイト
・観光客向けのレクリエーション

●広告に関する課題への提案
・情報サイトの多言語対応
・広告へのオチャッピーの起用
・旅行会社へのツアー提供
●観光産業への提案
・空き物件を購入活用する宿泊業者の合併に補助金
・公共交通手段の便数向上や周遊バスの運行
・海外旅行者向けの通訳サービス付きのバスツアー
・ユーチューバーをツアーへ招待してチャンネルで紹介してもらう

④職業の選択肢
　若い人たちは職業の選択
肢を求めて町外へ流出して
しまう ･･･

　若者たちに職業の選択肢
を与えるために ･･･ ！！

⑤企業のニーズはどうか
●企業の共通するニーズ
・高速なインターネット環境
　→本町では整備済み
・災害時のリスク分散（大都市集中を避ける）
・田舎特有の環境
　→交通渋滞や満員電車とは無縁、住民の受け入れ
・人材の確保と育成
　→オフィスに近いところで人を集めたい

●ＺＯＨＯ社員へのヒアリング
・子育てのしやすい環境がいい
・病院や娯楽施設の不足
・川根本町の暖かさ、のどかさがいい
・地域貢献へのやりがい
● ZOHO インド社員へのヒアリング
・食文化が違うため、母国の料理が食べられることが重要
・短期の場合は娯楽などは特に必要ない

⑥川根本町の教育をもっと豊かに

・英語教育の改善
・サマーキャンプの継続
・課外活動の改善
・情報学科の設立

・�英語圏の文化の代表となるアニメや映画を翻訳なしで鑑賞、その後に感想会
を行うことで英語力を向上！

・語学指導を行う「外国青年招致事業」の導入
・�ZOHO と連携してインド人学生の受け入れや、2 週間の日本体験のような

チャンスをつくり、川根高校の学生と接触する機会をつくる！
・インドサマーキャンプの授業内容をインターネットでオンライン配信
・海外の同世代の人たちと交流できるような授業をつくる
・コンピュータを扱うような部活をつくる
・情報に関する専門知識を身につけられる「情報学科を設立」

企業側はどう感じているのか？

ゾーホージャパン　インターンシップ

2広報かわねほんちょう
ここにも、一つの物語。3


